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ムサシトミヨの生息条件および保護方法を明らかにするために、埼玉県元荒川に生息するムサシトミヨに対してラ

イフサイクルリスクアセスメント(LCRA)を実施した。LCRA では、生活環内の全てのストレスが閾値以下であれば再

生産が行われ、生息可能と評価する。これにより、異なる生息場所あるいは調査地点のムサシトミオの生息可能性を

予測する。その結果、全調査 6 地点の生息可能性は８つのストレス因子およびそれぞれの閾値から推定することがで

きた。特に、本年度の研究から LAS の閾値を 0.12 mg/L とすることで、全調査地点における生息が LCRA から予測

できるようになった。 

さらに、その LCRA を用いてムサシトミヨの生息個体数変化を表わす動態数理モデルの構築を試みた。その結果 8

ケース中 5 ケースで動態数理モデルを用いた計算結果が実際の個体数と同様の増減傾向を表わした。 

 

 

写真１ ムサシトミオ 

 

表 1 LCRA結果と生息状況の比較 

 

 

 

 

 

 

 


